
【議事録】 

審議会等名  令和６年度 第２回つくばみらい市男女共同参画推進委員会 

●日  時：令和６年９月２４日（火）午後２時～午後３時３０分 

●場  所：つくばみらい市役所伊奈庁舎３階 大会議室 

●出席委員：髙木玲子委員長、間宮正孝副委員長、太田真由美委員、川上佐知子委員、川松慎裕委員、 

渋谷透委員、高田新二委員、髙野幸江委員、根本志枝委員、人見実俊委員 

●事 務 局：大山市長公室長、地域推進課 石引課長、柴山課長補佐、飯村主査、鎌田主事 

●傍 聴 人：なし 

 

●次第 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議事 

 （１）市男女共同参画計画に基づく令和５年度事業実施状況に対する意見ついて 

 （２）市男女共同参画計画に基づく令和４年度事業実施状況に対する意見書の進捗状況について 

 （３）市男女共同参画推進月間における活動について 

４ その他   

  ・第３回委員会の日程について 

５ 閉会  

 

１ 開会   

２ 委員長あいさつ 

３ 議事 

 

 ・委員長が議長となり以下の議事進行を行った。 

（１）市男女共同参画計画に基づく令和５年度事業実施状況に対する意見ついて 

（２）市男女共同参画計画に基づく令和４年度事業実施状況に対する意見書の進捗状況について 

   関連があるため、（１）と（２）を併せて事務局より説明を行った。 

   資料を事前送付しており、担当課からの回答について、再度、意見や質問がないか伺った。 

【質疑・意見】なし 

   議長が委員に、令和６年度意見書として市に提言する内容について意見を求めたところ、次の意見が 

あった。 

・委 員：事業番号２５について、男性の家事参画ですが、子育て世代が多い市であり、先進的な取り組み  

     や若いお父さん向けに参画のチャンスを増やしてはいかがか。 

・委員長：「どすこい！クッキング」に似たような企画を増やしていってもらいたい。 

・委 員：事業番号１２について、子どものいない家庭では、コミュニティに入っていけない方もいる。 

・委 員：地域のつながりが希薄になっている。 

・委 員：高齢化・情報化が進む中、男女共同参画をどうやっていくのか。 

・委 員：事業番号７０について、つくばみらい市にも、多くの外国人が住んでいる。外国の方も、気持ち 

良く住める環境を整備してもらいたい。 



・委員長：事業番号２４の情報モラル教育について、スマホの普及により、今までのいじめと違ってきてい 

ると感じるので、情報モラル教育を強力に進めてもらいたい。 

 

   審議のうえ、議長より市へ提言する意見書の内容について、以下のとおり提案・決定された。 

【全員異議なし】 

意見１ 男性の家事参画について 

意見２ 地域における交流の推進について 

意見３ 情報モラル教育の推進について 

意見４ 国際理解教育の推進について 

 

   令和６年度から、後期実施計画に基づき事業を実施しているため、意見書は、後期実施計画に対応さ

せて作成することとなった。 

 

（２）市男女共同参画推進月間における活動について 

    資料３に基づき、事務局より説明を行った。 

    【質疑・意見】 

・委 員：標語について、今年度も賞品は図書カードか。 

・事務局：市のノベルティが賞品となる。 

・委 員：昨年度の標語受賞者は、全員女性か。 

・事務局：小絹中学校の受賞者は、男性です。 

・委 員：標語募集締め切りが、中学生出前講座実施前になっているが。事前に実施するのか。 

・事務局：中学生については、出前講座実施後に標語を作成してもらうため、締め切りは別に設ける。 

 

４ その他 

  事務局より、第３回委員会の日程について説明を行った。 

・事務局：第３回委員会を、１月２８日（火）もしくは３０日（木）に開催したいと考えているが、いか

がか。 

【１月２８日（火）が多数】 

第３回委員会は、１月２８日（火）午後２時からとし、１２月下旬に通知を郵送いたします。 

 

５ 閉会（午後３時３０分） 

 

●配布資料 

 ・令和６年度第２回 つくばみらい市男女共同参画推進委員会 会議次第 

 ・令和６年度第２回 つくばみらい市男女共同参画推進委員会 会議資料 

 


